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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・For表紙写真投票について、ファイルは各施設（病院、南山苑、LCPみさわ）の打刻機の前に置いてあるため、各自投票すること。【投票期間】11/13日(火)～11/17(土)

・12/16～の勤務表を今週中に各自にメールするため、年休申請に間違いがないか確認や、各行事のスタッフ配置や計画等で確認すること。
・今月もまだスケジュール登録が済んでいないスタッフが数名いるため、勤務表の決定後や月が替わったら登録すること。
・12/24(月)デイケアの祝日プログムの内容を今月中には決めること。
・クリスマス忘年会について、企画書の決済が下りている。日程は、デイナイトケアは12/24（月）、デイケアは12/25（火）となる。
・1月には疾患別診療計画書の提出があるので、作成を進めていくように。

・1/19(土)大掃除予定。

・12//30(日)納会

・1/4(金)互礼会

・次月の勤務表から、栄養チームの鈴木文子さんが配置される日があるため、毎日の業務や利用者様との関わり方等、指導をしていくこと。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
②11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
⑤12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
⑥1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20（火）までに佐藤AOMへ

＜提出期限＞

・11/15（木）年末調整

・11/20（火）12月分テキスト
＜利用者様情報＞
デイケア
・佐羽内　裕亮様～ここ2週間のデイケア利用時からプログラム中の居眠りや表情の冴えなさが認められ、その理由として母が本人や伯母に叫ぶことが頻回であることを相談支援専門員へ情報提供していた。上記について相談支援専門員が就労継続支援B型カシオペアのサービス管理責任者へ情報提供したところ、2週間前から特定利用者との交流時の気分の高さが認められているという。また、その特定利用者に同調してスタッフの悪口を言うことや精神遅滞を有している女性利用者へ卑猥な話をすることがあったとのこと。今後、普段と違う言動があった際は情報提供してもらうこととし、当館から上記について主治医や関係部署に情報提供することとした。

・上川原　豊　様～昨日の昼食後薬のアスパラK1錠の持参を忘れる事があり、その後の服薬確認をすると、自宅に1錠あり、帰宅後に服用したとの事。本日の昼食後薬服用時に薬の袋に残っていた薬を発見し「あっ！」と慌てて服用している。服薬に関して忘れる等の行動が目立っている為、不備なく服用できるよう介入していく。
・佐々木　理佳様～先日の早退後の体調について確認すると、風邪は治ったとの事だが、幻聴が強くて左右される事が多いと話す。以前仕事をした時に好きになった男性や男の子の声で、中絶した「子供は生きている。」と幻聴があり、現実にはあり得ないと思うが会いたいと感じると言う。スタッフから現実検討を行うと、振り返りは出来ているが、突然結婚の話をする等話が二転三転しており、まとまりのない発言がある。就労については、ハローワークに確認し、主治医意見書は有効とのことで特定相談員を紹介してもらったとのこと。就労に向けての進捗状況を確認しつつ、関係機関と情報共有しながら進めていけるよう関わっていく。
・寺地　啓喜　様～通所してすぐに個室の利用希望があり、体調確認している。眩暈があるとの事で臥床して過ごしている。以前就労施設見学に行った際や、ストレスがあると話していた際に調子を崩してきた経緯があるため、本人へ体調や生活の状況を聞きつつ適宜介入していく。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後足の重さや入院になるかもしれないと不安を訴えることや、医師の診察に誰が付き添うか気にしていたとのこと。来所後は、特定スタッフへの話し掛けがやや多く、それ以外のスタッフはやや避けるような対応をしている。特定スタッフに対しては、前回の受診時に入院の可能性があることを言われたと話しており、入院への不安を言葉にしている。入院への不安から、精神症状の変化や言動の変化が見られる可能性があるため、本人の言動に注意しながら適宜介入していく。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日の昼食と夕食を全体の1/3量しか摂取しておらず、体重を気にしているか確認すると、苦笑いしていたとのこと。体重に関しては、昨年と比べると約10ｋｇ体重増加しているとのこと。デイナイトケアでは、朝のミーテイングで関節が痛いことを話しており、冴えない様子ではあるが、普段トイレにこもって参加しないラジオ体操を椅子に座って見学している。昼食は全体の1/3量摂取しており、残食の理由については、食欲がないとの未話している。
・佐藤　ミツ子様～昨日の午後から青陽館のトイレの水がとまっており、本日はトイレを流す方法について何回も確認している。スタッフ側で対応することをその都度伝えるが、スタッフがすぐに動かないと同じ訴えを繰り返し、スタッフが動くまで話し続けたりとトイレに関する不安が強い様子が窺える。本人が安心して過ごすことが出来るよう、適宜介入していく。
ナイトケア
・若松　邦生　様～来所後間もなく「昨日は寝てしまってごめんなさい」と謝罪している。昨日の様子ついて「2回目の電話の後に青明舎のオンコールに電話して。40分くらい。悩み事というかずっと抱えている問題なんですけどね…20時10分くらいに電話終わった後寝てしまって、青陽館からの電話で起きたって感じです」と話している。その後「委託先の業務が上手くいかなくて指導を受けることが多いです。あと先週デポ剤打って5日くらい勉強できなくて。昨日一昨日で挽回しようとしたら頭がパンクした」「実は勉強が嫌いなのかなー毎日勉強やってて辛い」と話しており、“勉強しない日があってもいいやって思えるようになるといいですね”と伝えている。
カンファレンスシート（　佐藤　ミツ子　様）

実施日：H30年11月14日（水）13：30～14：00

担当：柴崎

検討内容　目標の見直しと対応

	氏名
	佐藤ミツ子
	性別
	女
	年齢
	71
	生年月日
	昭和22年4月15日

	主病名
	統合失調症、中度精神遅滞
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	今の生活を続けたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	現病歴・生活歴
	福地村にて同胞3名第2子長女として出生。生来、精神発達遅滞が認められてた。結婚歴があり、2子もうけるが、夫がアルコール依存症だったこともあり、兄弟より離婚を勧められ、平成元年頃に離婚。離婚後は、長女を兄夫婦に預け、長男は自身で何とか育ててきた。職歴はない。
　平成10年、長男が高校を卒業し、就職を機に神奈川県小田原市へ転居。その後、本人は単身生活となる。日中は兄の畑の草取りや水撒きを行い、それ以外は自宅でぼんやり過ごすことが多かった。簡単な食事は調理でき、他は惣菜で済ませていた。家事は行っているが、部屋は乱雑で、汚い物の区別を苦手としていた。金銭管理が困難なことから、通帳は兄が管理していた。
　平成12年11月上旬より、菊の収穫作業と近所の人に頼まれるが、断ることが出来ずにひたすら行っていた。そのうち、身体不調（肩こりや風邪をひく等）を訴え、南部病院を受診。通院治療により症状は改善傾向であったが、その後、多弁さや話のまとまりのなさが出現。また、妄想様発言が認められ、その後も症状は動揺的であった。
　平成12年11月30日、夕方になっても帰宅せず、家族が捜索すると自宅から2～3ｋｍ離れた畑で、暗闇の中で枝を折ったり集めたりという作業をしている姿を発見。家族が説得するが、帰宅を拒否。その後も帰宅せず、徘徊していた。4人がかりで保護し、その後同日当院初診。診察時にも思考のまとまりの無さが認められたため、薬物調整目的にて同日当院1回目の入院（医療保護入院）となる。
　平成13年5月31日当院退院後は、グループホーム「青風荘」へ入所し、当院への定期的な通院・服薬、精神科デイナイトケアの利用を継続している。

	住居：青風荘
	家族構成



                 

兄が保護者となっている。

	利用制度
	愛護手帳B
	障害基礎年金2級
	他（自立支援）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	・コグニサイズへの参加を拒否していたが、計算問題を解くものでないこと繰り返し説明することでプログラムに参加している。一度コグニサイズに参加するとそれ以降は拒否することなくプログラムに参加していたが、一度間違え、他のメンバーからも難しいと声が出てからコグニサイズへの参加を拒否している。プログラム
	変更あり→今後の目標は参加できるプログラムへ参加することへ変更し、スタッフは参加できるように声を掛けていく。

	②スタッフへ相談できる。
	・特定利用者様がスタッフに話し掛けていると、「うるさいんだけど」「静かにしてちょうだい」などとクレームを直接本人に伝え口論になっている。その後も「うるさいんだよ」「殺してやる」などの発言がありスタッフが介入している。その後、振り返り行い以前から不満に思っていたことを話している。今後は、不満に思うことや気になることがあった際には本人へ直接言う前にスタッフに相談するように伝えている。それ以降はトラブルになる事はない。
	声を掛けると大丈夫、等の答えが返って来る。

青風荘スタッフより、雑談を通して心配なことを話すこともあるとの情報があり、日ごろから声掛けを行い普段の会話から本人の訴えを汲み取ることが出来るように関わっていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	①スタッフへ相談できる。
	①スタッフは、声がけを行い、普段から本人が話しやすいように関係を築いていく。ストレスを溜め突発的な行動へつながらないように言動の変化に注意して行く。

	
	②プログラムに参加する。
	②参加できるプログラムに参加し日中の活動を増やす。
	②スタッフは参加状況や、本人の感想を聞き、本人へ負担のないプログラムの参加を促す。











